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Ⅰ 組合の事業活動の概況に関する事項 
 
 
 

１．当該事業年度末日における主要な事業内容 
  当該事業年度における事業の経過及びその成果 
 
 
（１）組合及び組合員をめぐる経済・経営状況 
 
〇東京都の自動車販売 

 2024 年（暦年）の東京都の自動車販売台数は対前年９４％の約２７万台となった。年間で約１万 7000

台の減少である。全国の総販売台数も４４２万台。対前年比９３％と２年ぶりのマイナスに転じた。認証不

正問題でダイハツ、トヨタ、マツダが一時、生産を停止したことが影響した。 

 東京市場を車種別に見ると、普通乗用車は微増。バスは 25％の増であるが、他のどの車種も前年を

下回った。 

 

東京都 
乗用車 貨物車 

バス 合計 
普通 小型 軽 普通 小型 軽 

2020 127 ,628 64 ,666 39 ,980 9 ,532 20 ,661 58 ,322 1 ,115 321 ,904 

2021 129 ,645 60 ,958 37 ,023 8 ,360 19 ,742 54 ,037 684 311 ,449 

2022 123 ,018 52 ,719 36 ,372 6 ,731 17 ,675 17 ,296 552 254 ,363 

2023 151 ,306 53 ,279 41 ,137 8 ,198 18 ,920 17 ,445 857 291 ,142 

2024 151 ,870 46 ,928 36 ,381 7 ,818 14 ,984 15 ,171 1073 274 ,225 

対前年比 100% 88% 88% 95% 79% 87% 125% 94% 

シェア 52% 17% 13% 3% 5% 6% 0% 100% 

データ：東京自動車販売店協会、全軽自協                 単位：台 

 

〇東京都の自動車保有台数 

 2024 年１２月末日の東京都の自動車保有台数は対前年比微増の３８３万台となった。車種別にみ

ると普通乗用車が対前年比１０２％、軽自動車が対前年比 101％と伸び、小型乗用車は９７％と減

少を続けている。保有シェアでは普通乗用車が全体の４２％を占め、続いて小型乗用車（25％）、軽

乗用車（15％）と続く。 

 

東京都 
乗用車 貨物車 

バス 合計 
普通 小型 軽 普通 小型 軽 

2020 1 ,564 ,747 1 ,046 ,535 536 ,136 125 ,134 243 ,871 293 ,675 16 ,197 3 ,826 ,295 

2021 1 ,580 ,539 1 ,019 ,686 544 ,982 124 ,635 241 ,862 294 ,401 15 ,829 3 ,821 ,934 

2022 1 ,597 ,604 995 ,229 554 ,410 123 ,706 240 ,566 296 ,179 15 ,401 3 ,823 ,095 

2023 1 ,624 ,926 965 ,286 565 ,393 123 ,495 239 ,872 297 ,014 15 ,416 3 ,831 ,402 

2024 1 ,656 ,764 936 ,464 572 ,651 122 ,306 237 ,329 296 ,322 15 ,486 3 ,837 ,322 

対前年比 102% 97% 101% 99% 99% 100% 100% 100% 

シェア 43% 24% 15% 3% 6% 8% 0% 100% 

データ：自動車保有車両数月報 自動車検査登録情報協会                    単位：台  
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〇東京都の車検件数の推移 

東京都の車検件数（登録車）は 2024 年（暦年）で対前年比微減の１３９万８千件となった。前期

は 3％の減であり、後期は１％の増である（国土交通省調べ）。なお、この数字に軽自動車は含まれ

ていない。 

 

件数 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 前期計  

2020 106 ,192 116 ,720 145 ,877 88 ,812 97 ,148 136 ,565 691 ,314  

2021 104 ,726 123 ,750 171 ,374 103 ,716 106 ,107 130 ,933 740 ,606  

2022 101 ,972 114 ,766 154 ,436 95 ,674 109 ,408 127 ,437 703 ,693  

2023 112 ,930 127 ,977 160 ,679 100 ,236 100 ,638 126 ,593 729 ,053  

2024 105 ,599 123 ,727 143 ,672 103 ,010 111 ,529 116 ,670 704 ,207  

対前年比 94% 97% 89% 103% 111% 92% 97%  

         

件数 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 後期計 年計 

2020 124 ,443 99 ,577 128 ,588 107 ,507 110 ,448 108 ,159 691 ,938 1 ,382 ,252 

2021 117 ,131 108 ,270 127 ,591 106 ,647 114 ,766 100 ,125 674 ,530 1 ,415 ,136 

2022 117 ,172 111 ,728 135 ,512 116 ,850 119 ,722 108 ,938 709 ,922 1 ,413 ,615 

2023 117 ,640 106 ,118 126 ,039 120 ,985 112 ,704 103 ,648 687 ,134 1 ,416 ,187 

2024 129 ,402 100 ,692 126 ,295 120 ,001 111 ,074 106 ,338 693 ,802 1 ,398 ,009 

対前年比 110% 95% 100% 99% 99% 103% 101% 99% 

データ：国土交通省（登録車の集計） 

 

以上のように東京の自動車保有台数、車検台数ともに微減であり、大きな変化はないが、自動車

補修部品市場は 

①  車両の電動化の進展により、台当たり交換部品（消耗部品）の需要は減少。 

②  衝突被害低減ブレーキの装着率向上により交通事故が大幅に減少し、大きな市場規模があ

ったフェンダー、ドア、ボンネット等の外装部品及び事故関連機能部品の需要が減少。 

③  自動運転の進展に伴い交換部品、補修部品に高品質なものが求められる。 

④  長期保有車両は増加傾向あり、機能部品の交換需要が発生している。 

など大きく構造が変化しており、こうした新時代への対応が重要となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞全国市場の動向（新車販売台数） 
全国四輪自動車販売統計 

全国 
乗用車 トラック 

バス 合計 
普通 小型 軽 普通 小型 軽 

2020 1 ,370 ,755 1 ,108 ,077 1 ,331 ,149 160 ,678 231 ,683 386 ,939 9 ,334 4 ,598 ,615 

2021 1 ,446 ,655 953 ,207 1 ,275 ,836 157 ,781 231 ,295 376 ,686 6 ,880 4 ,448 ,340 

2022 1 ,346 ,229 877 ,074 1 ,224 ,994 122 ,629 211 ,772 413 ,142 5 ,462 4 ,201 ,302 

2023 1 ,758 ,169 893 ,228 1 ,341 ,263 143 ,690 230 ,670 403 ,431 8 ,410 4 ,778 ,861 

2024 1 ,755 ,554 767 ,551 1 ,202 ,095 146 ,706 183 ,718 355 ,773 10 ,097 4 ,421 ,494 

対前年比 100% 86% 90% 102% 80% 88% 120% 93% 

シェア 40% 17% 27% 3% 4% 8% 0 .23% 100% 
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（２）共同事業の実施状況 
  

当該事業年度における事業の内容＜事業の経過及びその成果＞ 
 

経済事業   

 

（１）共同購買実績 

 

2024 年度の組合の共同購買事業は、対前年比 107％の２億 1360 万円となり、昨年度に続き年商２

億円を突破した。組合の共同購買事業は 2020 年度及び 2021 年度は、新型コロナ禍のためマイナスと

なったが、それ以外は 2011 年の事業開始以降、一貫して伸びている。 

組合員数は当初の 26 社より、昨年度は 19 社まで減少した。現状では毎月、購入している組合員は

16 社（84％）、毎月ではないが購入するが２社であり、ほぼ全組合員のビジネスに定着している。 

 
 単位：円 

年度 共同購買実績 対前年度比 組合員数 手数料 共同購買累計 

2011 27 ,372 ,586 - 26 91 ,903 - 27 ,372 ,586 

2012 32 ,071 ,128 117% 26 411 ,224 447% 59 ,443 ,714 

2013 43 ,217 ,072 135% 26 701 ,474 171% 102 ,660 ,786 

2014 75 ,177 ,726 174% 26 1 ,691 ,135 241% 177 ,838 ,512 

2015 124 ,164 ,268 165% 25 2 ,531 ,713 150% 302 ,002 ,780 

2016 160 ,820 ,834 130% 23 3 ,769 ,152 149% 462 ,823 ,614 

2017 175 ,692 ,664 109% 23 3 ,682 ,758 98% 638 ,516 ,278 

2018 177 ,273 ,122 101% 22 3 ,085 ,427 84% 815 ,789 ,400 

2019 181 ,910 ,184 103% 22 3 ,001 ,249 97% 997 ,699 ,584 

2020 173 ,756 ,632 96% 22 2 ,880 ,210 96% 1 ,171 ,456 ,216 

2021 165 ,448 ,639 95% 21 3 ,411 ,348 118% 1 ,336 ,904 ,855 

2022 184 ,185 ,645 111% 20 2 ,973 ,214 87% 1 ,521 ,090 ,500 

2023 200 ,428 ,551 109% 20 3 ,892 ,819 131% 1 ,721 ,519 ,051 

2024 213 ,607 ,551 107% 19 4 ,111 ,139 106% 1 ,935 ,126 ,602 

 

（２）品目別動向 

 

東部協の経済事業は共同購買事業が中心である。この事業は多くの協同組合で実施している。メー

カーの協同組合が原材料を共同購買したり、運送業者の協同組合が燃料・油脂・ケミカルを共同購買し

たり、整備商工組合はオイル、ケミカル（クーラント等）、作業服・安全靴などである。 

これらは比較的大きな安定した需要がある限られた特定の品目（汎用性があり、一度にまとまった量

が注文可能）を共同で購買することでスケールメリットを出す（安く購入）のが目的である。東部協も当初

はそのような品目を選ぼうとして最初の３年間は試行錯誤した。納品書・請求書の印刷で需要があるコピ

ー用紙やインクカートリッジ等も研究したが、既にこれらを安価で仕入れられるルートは存在しており、組

合員は困っていなかった。 

一方で商売の元幹になる自動車部品・用品・油脂・ケミカルであるが、当然の事ながら組合員の各社

は歴史があり、それぞれの商品に既存の仕入先があった。先代、先々代の時代から取引頂いている既

存の仕入先との良好な関係を切って、組合の共同購買事業を立上げる事は誰も望んでいなかった。 

組合員の既存の仕入れ先に迷惑を掛けない商品分野は、タイヤ・ホイールやリサイクル部品など「今



 

 5 

まで部品商が取り扱っていなかった分野」である。これにプラスして日々の受注を分析する事で分かる

新分野の商品（まだ数は少ないが新規に需要が生まれている商品）等である。 

その商品分野を開拓するために、2013 年５月に組合の若手経営者が中心となり経済委員会が発足

した。お客様からの電話注文を直接受けている。自動車整備工場の社長、メカニックと懇意で市場情報

の収集が可能、時間外の配送を受け持ち整備工場との強固な信頼関係のある現場第一線の若手経営

者を中心に構成されている。同委員会は定期的に会合を開き、商品の選定、仕入先との折衝を行なっ

た。その後も、継続的に新規商品の導入に向け仕入先の開拓を行なっている。 

以上のような経緯により組合の共同購入事業は新規事業分野であるリサイクル部品のシェアは極めて

高く 69％に達しており、続いてタイヤは 20％で合計 89％である。 

 
     単位：円 

商材 2023 2024 
対前年

度比 
割合 

リサイク

ル部品 

空調用リビルト部品 70 ,879 ,733 80 ,538 ,043 114% 38% 

リビルト電装品 35 ,418 ,220 31 ,950 ,158 90% 15% 

リビルトターボ 2,416 ,700 1 ,643 ,102 68% 1% 

中古部品 37 ,065 ,994 33 ,249 ,282 90% 16% 

計 145 ,780 ,647 147 ,380 ,585 101% 69% 

タイヤ（国産・海外） 32 ,338 ,515 42 ,722 ,838 132% 20% 

消耗部品・交換部品 16 ,463 ,334 16 ,435 ,919 100% 8% 

オイル・ケミカル 2,802 ,967 3 ,599 ,512 128% 2% 

中元・歳暮用品 3,043 ,088 3 ,468 ,697 114% 2% 

合計 200 ,428 ,551 213 ,607 ,551 107% 100% 

 

〇リサイクル部品は堅調 

東京都の新車販売台数は直近のピーク時（2019 年：36 万台）より、2024 年は 25％減の 27 万台まで

減少した。自動車総保有台数に変化はなく、都内を走る車輛が高齢化したことを意味する。 

車輛が高齢化すれば消耗部品やオイルの交換に加えて、故障・不具合が増えていく。その結果、機

能部品の交換需要が増加傾向にあり、リビルト部品・中古部品の需要が増える。 

一方で夏の猛暑が続き、昨年度に引き続き空調用リビルト部品、リビルト電装品も好調あり、リサイク

ル品全体では１億４７38 万円を記録した。 

〇タイヤ販売は対前年比 32％増と好調 

 タイヤ販売は年間 300 万円台で推移していたが、昨年度は 427 万円と 32％伸びた。その原因は分

析中であるが、人手不足と後継者難により都内のタイヤショップの閉店が増えており、代替として整備工

場に交換需要が流れている可能性もある。 

〇消耗部品・交換部品に新商材 

組合の共同購買は部品商の新規事業分野の開拓という意味合いを持つため、販売促進活動が重

要である。そのため本年度の経済委員会は新商材の開拓に注力した。経済委員会での協議による

商品の選別。経済委員会の会場でのプレゼンテーション、さらに経済委員による試行販売を経て

販売ノウハウの共有化により東京市場にマッチした新商材の開発を目指している。 

2023 年の秋頃から純正エンジンオイルの出荷制限、価格上昇が続いたため、昨年度より海外

ブランドのオイル・ケミカルの取扱を開始した。都内では化学合成油など高品質オイルに拘る顧

客のニーズに対応してディーラーでも海外ブランドオイルの扱いを開始しており、組合も整備工

場に来客する「一部の拘りユーザー」を狙って販売を開始した。 

2022 年度に市場投入したスタビライザーリンクは、順調に販売を伸ばし、2024 年度に対前年比 30％

増となった。2024 年度年初よりフィリップス・バルブの販売を開始し、年度末にはウラワ産業の商材のテ

スト販売を開始した。 
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（３）経済委員会 

 

経済委員会は組織的には理事会の諮問機関の位置付けあり、２０２４年度は理事会の改選期に当た

るため経済委員も改選された。新メンバーして平沢商会の丸山委員、ヤマト商会の大和田委員が就任し

た。長く経済委員を務めた三浦商会の泙野委員は退任した。 

 

2024 年度経済委員会  

役職 氏名 会社名 

委員長 和田 竜治 有限会社和田部品商会 

副委員長 荻野  洋 株式会社伸榮商会 

委員 水戸瀬正樹 株式会社永進商会 

委員 新谷 真司  有限会社山東部品商会 

委員 丸山 智雄 株式会社平沢商会 

委員 大和田金太朗 有限会社ヤマト商会 

委員 近藤 誠太 近藤自動車部品株式会社 

委員 大山   聡 有限会社大佐自動車部品 

委員 藤田  勉 藤田部品株式会社 

委員 白柳 孝夫 専務理事 

 

経済委員会は新商品の投入、年間の販売キャンペーンの立案、進捗管理に取組む。  

 

（４）仕入先と共同で販売促進キャンペーンを実施 
 

①  エアコン・コンプレッサー拡販キャンペーン（６月～７月：２ヶ月間） 

 エアコン・コンプレッサー拡販キャンペーンは、6 月は 48 台、7 月は 122 台の販売となった。 

提携会社のリビルト電装品全体の売上は以下のようになる。2024 年度の東京は大変な猛暑により２ヶ

月で対前年比 106％となった。 

 

  2022  2023  2024  

6 月 4 ,206 , 290  4 , 496 , 030  3 , 401 , 420  76%  

7 月 4 ,474 , 910  4 , 346 , 739  5 , 992 , 140  138%  

計 8 ,681 , 200  8 , 842 , 769  9 , 393 , 560  106%  

 

②  空調機器「夏季キャンペーン」（７月～８月：２ヶ月間） 

 このキャンペーンは、ここ数年はＷｅｂ注文推進をテーマに進めている。 

同社が組合員向けに開発した「Ｗｅｂ商品検索システム」で組合員が商品を検索して発注に繋

げた商品が対象になる。前年同期比プラスを達成すると組合に報奨金という条件である。 

2024 年度は金額面では対前年比 102％であるが、台数ベースでは５％ダウンしている。 

商品の単価が上昇しているためである。Web 注文比率も昨年度の９０％より 0.4％の微減となった。 

 

  2022  2023  2024  対前年比 

７月 7 ,604 , 610  8 , 076 , 110  9 , 123 , 790  113%  

８月 6 ,035 , 260  7 , 893 , 330  7 , 158 , 640  91%  

計 13 ,639 ,870  15 ,969 ,440  16 ,282 ,430  102%  

 

③  島手そうめん販売「夏季」「歳末」キャンペーン 

 島手そうめん販売㈱の「そうめん」「うどん」をお中元、お歳暮の季節に合わせてキャンペー

ンを実施した。2024 年度は対前年比 114％と伸長した。 
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（５）純正部品・用品仕入先との提携キャンペーン 
 

 地域部品商は自社（自拠点）を中心にして、地域に点在する独立系の自動車整備工場、鈑金工

場等に交換用及び補修用部品を「お届けする事業者」である。 

自動車整備工場の総従業員は 2 人から 10 人が殆どであり、日々の入庫台数もそれ程多くはな

いが、入庫する車両はトヨタ、日産、ホンダ、スズキ、ダイハツ、いすゞ・・・輸入車などメー

カーはバラバラであり、車種も乗用車、トラック、バンなど様々である。 

１つの整備工場に多くのメーカーの車両が入庫する環境では、様々なメーカーの部品を一括し

てお届けする地域部品商のデリバリーが効率的である。 

 今後（明日、明日後）にどのようなメーカーの、どのような部品が必要とされるのかは、整備

工場のお客様（自動車ユーザー）の依頼であるから予測はできないが、とにかく、整備工場が必

要とする部品を日々、迅速にお届けしているのが地域部品商である。 

 組合は、地域市場で「必要な流通業者」としての役割を果たしている地域部品商のビジネスを

理解して頂いている地域の純正部品の供給先と提携キャンペーンを実施している。 

 

①  ダイハツ東京販売・特価商材販促キャンペーン 

 ダイハツのディーラーは「地域の純正部品・用品の供給における地域部品商の役割を十分の

理解している」と述べており、ダイハツ東京販売と共同で実施した連携キャンペーンは６年目に

あたる。本年度も春と秋の年２回実施した。 

 

年度 春 秋 合計 

2021 268,200 564,900 833,100 

2022 1,303,800 1,540,400 2,844,200 

2023 381,385 607,700 989,050 

2024 335,905 227,550 563,455 

対前年比 88% 37% 57% 

 

②  スズキ自販東京のキャンペーン 

 2024 年度よりスズキ自販東京とのキャンペーンを開始した。３月、６月、９月の３回の開催

である。内容は特価商材にプラスして「部品売上増キャンペーン」である。これはキャンペーン

期間中の部品売上が対前年比プラスになればリベートがでるもので、９月のキャンペーンでは９

社が達成している。 

 

（５）経済活動優秀店表彰 

 経済活動優秀店表彰は 2015 年５月に、組合の共同購買の累計が２億円を超えたことを記念し

て開始し、2016 年～2019 年と連続して開催したが、2020 年～2022 年は新型コロナ感染症の影

響で中止した。2023 年度より再開して 2024 年度は通算７回目となる。 

表彰基準は 2023 年度の組合員別年間販売実績をベースに経済委員会で選定し「夏季懇親会」

(8 月７日)会場にて表彰式を実施した。 

 ◎2024 年度最優秀店 ㈲ヤマト商会 

 ◎2024 年度 優秀店 ㈱伸榮商会 

 

 

渉外事業 
 

（１）マツダパーツ株式会社との交渉（配送料の件） 

 ２０２０年１１月より交渉が続いているマツダパーツの配送料高騰によるレス率改定（値上）につ

いては、2021 年度中にＷｅｂで協議を行ったが合意できず、2022 年には東京都に調停を申し込

む事になり、2023 年には２回の調停（２月＆７月）が行われた。 
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 しかし、東京都側が努力して頂いたにも係わらず、マツダパーツ側が「合意できる所を見出す」という

意欲がなく、調停の会場には出席するものの、東京都側の質問には回答せず、交渉に応じることも無

く、調停不成立となった。そもそもの発端であるレス率の改定(値上げ) について何らの客観的資料はお

ろか合理的な説明もされないままに終了した。 

＜行政不服審査法による審査請求＞ 

組合は「調停の場に出席するが、協議に応じようとしない、常にゼロ回答のマツダパーツの姿勢に疑

問を感じ、これが許されたら調停の制度そのものが意味を成さない」と感じる。そこで組合は東京都に対

して中小企業組合法に基づく審査請求書を東京都に提出した（2023 年 12 月）。その結果、１月 24 日

に「行政不服審査法」の規定により審理員が指名された。総括審理員は東京都総務局総務部法務専門

課長である。 

３月５日に本件に対する弁明書が東京都より送付されたので、翌日の３月６日にクレド法律事務所に

て渉外委員会を開催して内容を吟味した。その後、東京都に対して反論書を作成（３月 23 日）して発送

した。その後の審査については東京都総務局総務部にて実施中である。 

 

（２）三菱ふそうトラック・バス株式会社の「法令遵守等に関する書面のご提出のお願い」の件 

2024 年２月に三菱ふそうトラック・バス株式会社取締役副社長林春樹氏より組合員宛に「法令遵守等

に関する書面のご提出のお願い」についての文書が届く。 

同社はダイムラートラックグループに属しており、親会社のダイムラートラックが、厳格に法令遵守およ

びカンパニーポリシーを遵守するためにグループ企業のみならず「パートナーおよび取引先についても

これにご賛同することを義務付けた」ために「法令遵守等に賛同した証」として書面の提出を求めるもの

である。 

組合としては、今回も全部協に先に話を持って行った後の展開である事に不満を表明（当組合は全

部協に加盟していない独立組合のため、全部協と同時展開にすべきである）した。合わせて組合員に文

書提供を求めるのであれば「組合の顧問弁護士にその内容の精査が必要」である事を伝えた。先方より

示された文書の内容は以下の通り。 

＜製品 (車両、整備、部品等)の販売において＞ 

〇国際連合による国際人権規約及び ILO (国際労働機関) の各種基本条約に示される国際的に認め

られたすべての人権を尊重することに同意する事。 

〇反トラスト、汚職防止、マネーロンダリング防止、制裁措置及び輸出制限に係る義務、データ保護、 

児童労働及び強制労働の禁止、労働者の権利、 労働衛生及び労働安全並びに環境保護に関する適

用法を遵守する為に適切な措置を講じている事を確認する事。 

＜製品(車両、整備、部品等) の架装改造 (構造、技術、設計) 等に関して＞ 

〇弊社の架装要領・ガイドライン・業務標準等に従うものとし、すべての適用法令､規則、規制および製

品に関する規制を監視し、遵守することに同意する事。 

〇正確な帳簿及び記録の保存を含むがこれに限定されない適切な方針、手続及び措置の確立、実施、

監督並びに積極的な適用を継続的かつ完全な遵守を確保する事。 

 

 組合としては 4 月５日にクレド法律事務所で渉外委員会を開催して、上記の文書を精査した。ドイツ本

国より示された契約書・覚書をそのまま流用しており、日本の市場環境と異なるため多くの疑問点が指

摘される。疑問点を文書にまとめて５月１日に渉外委員会を開催して承認し、代表理事名で相手方に送

付した。送付先は三菱ふそうトラック・バス株式会社南関東ふそう・甲信ふそう カスタマーサービス部の

酒井康行部品業務部長宛である。 
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（３）トヨタモビリティパーツより連絡のあったトヨタ専用部品の仕切り価格見直しの件 

 ５月の初旬に価格改定に関する文書（２０２５年度より実施）が配布されたため渉外委員会で検討に入

る。７月５日に渉外委員会を開催して、その影響について検討した。 

かつて主要な販促部品であったディスクパッド、Ｖベルトなどの消耗部品の需要が落ちている中で、ク

ルマに長く乗るユーザーが増えた事により、故障・不具合などで機能部品の交換が増えている事。車検

制度が強化されており、警告灯が点灯している車両は車検が通らない。さらにＯＢＤ車検の導入に伴

い、検査時に特定フォルト（故障コード）が検出されると車検が通らず修理が必要になる。その時にメー

カー専用の機能部品や電子部品の交換も必要になる。以上の事から「影響が大きいのではないか」とい

う意見が出た。 

その後、組合主催の夏季懇親会の中で、一部の組合員より「極めて大きな問題なので、トヨタ側に真

意を確認する必要がある」との意見も出ていたので、８月 20 日の渉外委員会にて再度検討してトヨタモ

ビリティパーツより話を聞く必要があると結論に達した。 

その後、トヨタモビリティパーツより「2025 年度の仕切り価格改定は延期になった」と連絡があった

ので 10 月 19 日に渉外委員会を開催。「延期になった理由」は伝えられていない。延期であって中

止ではないのか？などの意見が出され、組合として「お尋ねする必要がある」のではないか？ 

その後、大山代表理事がトヨタモビリティパーツの外販部と連絡して、回答を得たので、組合員に

以下のようにアナウンスした（10 月 24 日）。 

※ 

トヨタモビリティパーツ株式会社は 2025 年度よりトヨタ純正部品（専用部品）の仕切り価格の見直

し（値上げ）を行うと表明していました。 

これについては組合の夏季懇親会の会場でも話題となり、一部の組合員より「極めて影響の大き

な問題なので、組合として、価格見直しの真意を確認する必要がある」と指摘がありました。 

以上の指摘を受けて渉外委員会において検討し、大山代表理事よりトヨタモビリティパーツに「組

合として話し合いをお願いする」旨を申し込んでいました。 

トヨタモビリティパーツからは「もう少し返答を待つように」との返事がありましたが、この度「2025

年度の仕切り価格改定は延期になった」と連絡がありましたので報告致します。 

ただし、同社より「延期になった理由」などは伝えられていません。 

また、仕切り価格の見直しは延期になっただけであり、中止になった分けではありません。 

以上の事から「延期になった」と放置するのではなく、延期になった理由についても、組合として

お尋ねする必要があるのではないかと考えております。以上、よろしくお願い致します。 

   

教育情報事業 

     

（１）青年部会 

 旧組合（東京都自動車部品商組合）の時代、2001 年７月に青年経営研究会が設立されたが、現在、

そのメンバーは各社の社長となっている。2023 年６月１５日に、新しい青年部会を作るための準備会が

開催された。２０２４年度は、６月 20 日に新たなメンバーも参加して青年部会が開催された。 

（２）組合のホームページの更新 

  2024 年度も組合の公式ホームページを定期更新した。（１）組合の認知度を向上させる（２）それ

ぞれの事業に対する組合の考え方を示す（３）新着情報を毎月、更新して活動内容広報・・の 3 点であ

る。組合の事業報告、事業計画、決算関係書類も掲載している。 
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（３）東部協ニュースの発行 

組合の事業活動を伝えるメール・マガジンとして継続的に発行した。 

 また、内容の一部をホームページの新着情報に掲載を開始した。 

      

通巻 期間 

59 2024 年 2 月 1 日 ～ 2024 年 3 月 14 日 

60 2024 年 3 月 4 日 ～ 2024 年 4 月 22 日 

61 2024 年 4 月 22 日 ～ 2024 年 5 月 8 日 

62 2024 年 5 月 7 日 ～ 2024 年 6 月 9 日 

63 2024 年 6 月 11 日 ～ 2024 年 7 月 31 日 

64 2024 年 8 月 1 日 ～ 2024 年 10 月 31 日 

65 2024 年 11 月 1 日 ～ 2024 年 12 月 17 日 

  

（４）東京都自動車整備振興会・東京都自動車整備商工組合の総会に来賓として出席 

  ２０２４年６月１９日、京王プラザホテルで開催された２０２４年度総会に、東京都内の自動車整備工

場との親睦を図り、関係を強化するため、東京自動車部品商協同組合として出席した。 

      

福利厚生事業 

 

 2024 年 度 は 春 の 通 常 総 会 後 の 懇 親 会 、 夏 季 懇 親 会 、 忘 年 会 と 年 3 回 の 懇 親 会 を 開 催 し た 。 通

常 総 会 後 の 懇 親 会 と 忘 年 会 は 組 合 員 だ け で 開 催 。 夏 季 懇 親 会 は 来 賓 を 招 き 経 済 活 動 優 秀 店 表

彰 を 兼 ね て 実 施 し た 。 夏 季 懇 親 会 の 来 賓 に は キ ャ ン ペ ー ン 等 で 実 績 の あ る 純 正 デ ィ ー ラ ー も 招 待

し 、 ス ズ キ 自 販 東 京 が 初 参 加 し た 。  

 

 懇親会名 開催年月日 開催場所 
参加人数 

組合員 来賓 

通常総会後の懇親会 2024 年 4 月 18 日 台湾料理「青葉」 16 名 0 

夏季懇親会 2024 年 8 月 7 日 芝パークホテル 20 名 11 

忘年会 2024 年 12 月 5 日 小伝馬町 伊勢重 19 名 0 

 

慶弔関係 

見舞金 荻野 洋 ㈱伸榮商会 

  

 

２．増資及び資金の借入れその他の資金調達の状況 

 組合員の１社（株式会社扇橋商会）が廃業のため退会して出資金 10 万円を返却した。組合員に

出資金の増資を求め 20 万円を追加した。 

 

３．設備投資の状況 

 該当なし 

 

４．業務提携等重要事項の概要 

 該当なし  
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５．直前３事業年度の財産及び損益の状況 

 

項目 
前期 

（令和５年度） 

前々期 

（令和４年度）  

前前々期 

（令和３年度） 

資産合計 \9 ,054 ,525 \8 ,587 ,900 \8 ,725 ,383 

純資産合計 \8 ,931 ,473 \8 ,448 ,601 \7 ,772 ,873 

事業収益合計 \3,897 ,819 \2 ,973 ,211 \3 ,411 ,338 

当期純利益合計 -117 ,128 78 ,728 \-43 ,067 

 

 

６．対処すべき重要な事項・組合の現況に関する重要な事項 

 

 該当なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 12 

Ⅱ 組合運営組織の状況に関する事項 
 

1 .会議の開催   

区分 開催年月日 開催場所 

通常総会 第１３回通常総会 2024 年 4 月 18 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

理事会 
第 66 回理事会 2024 年 4 月 4 日 書面理事会 

第 67 回理事会 2024 年 4 月 18 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

三役会議 
2024 年度第 1 回 2024 年 5 月 23 日 名菜館 幡ヶ谷店 

2024 年度第 2 回 2024 年 8 月 30 日 名菜館 幡ヶ谷店 

経済委員

会 

2024 年度第 1 回 2024 年 3 月 7 日 清作明菜軒 湘坊 

2024 年度第 2 回 2024 年 6 月 11 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

2024 年度第 3 回 2024 年 7 月 11 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

2024 年度第４回 2024 年 9 月 12 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

2024 年度第 5 回 2024 年 11 月 14 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

2025 年度第 6 回 2025 年 1 月 16 日 銀座ルノワール新宿区役所横店 

渉外委員

会 

2024 年度第 1 回 2024 年 3 月 6 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 2 回 2024 年 3 月 23 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 3 回 2024 年 4 月 5 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 4 回 2024 年 5 月 1 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 5 回 2024 年 7 月 5 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 6 回 2024 年 8 月 10 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 7 回 2024 年 9 月 13 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 8 回 2024 年 10 月 19 日 クレド法律事務所 

2024 年度第 9 回 2025 年 2 月１４日 クレド法律事務所 

運営委員

会 

2024 年度第 1 回 2024 年 4 月 8 日 台湾料理青葉 

2024 年度第 2 回 2024 年 8 月 1 日 芝パークホテル 

2024 年度第 3 回 2014 年 12 月 4 日 伊勢重 

 

２.総会の開催状況 

 

2024 年度通常総会（第 13 回総会） 

開 催 日 2024 年４月 18 日 18 時 30 分～20 時 00 分 

開催場所  銀座ルノワール新宿区役所横店 

出席者数  出席組合員 20 人（本人出席１４人 委任状出席６人） 

定刻に至り司会者白柳専務理事が開会を宣し、続いて代表理事大山聡が挨拶。司会者から本日の

第 13 回通常総会は定足数を満たしたので成立する旨を告げたのち、議長の選任について諮ったとこ

ろ、満場一致をもって大山聡が議長に選任された。その後直ちに議案の審議に入る。 

議事の経過の要領及びその結果（議案別の可決、否決の別及び賛否の議決権数） 

第１号議案 2023年度事業報告書及び決算関係書類承認の件 

議長は 2023 年度の事業報告書を白柳専務理事に説明させた。引き続き、白柳専務理事が平成２５

年度財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案を説明し、次いで監事大木伸彦が監査報

告を行った。議長は、その承認を諮ったところ、満場異議なく原案どおり承認した。 

第２号議案 2024年度事業計画、収支予算並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件 

議長は白柳専務理事に原案を詳細に説明させ、これを議場に諮ったところ、質疑応答ののち、満場

異議なく原案どおり可決決定した。 

第３号議案 2024年度借入金残高の最高限度決定の件 

議長は今年度の借入を行わない旨を議場に諮ったところ満場一致で可決した。 
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第４号議案 手数料、貸付利息及び保証料の最高限度決定の件 

議長は共同購買手数料及び購買あっせん手数料については 10％までと定めたい旨を諮ったところ、

満場異議なく可決した。 

第５号議案 役員報酬決定の件 

議長は 2024 年度の役員報酬として専務理事に 120 万円を支給し、理事及び監事の報酬は支給しな

い旨を議場に諮ったところ、満場異議なく可決決定した。     

第６号議案 理事及び監事選挙の件 

議長は理事７人及び監事１人の役員全員が本日任期満了により退任するので、その後任者を選挙す

る必要がある旨説明し、その選挙方法として指名推選制をとりたい旨を議場に諮ったところ全員賛成し

た。議長は指名推選制の全員の同意を得たので選考委員の選出方法を議場に諮ったところ、議長一任

と決し、議長は藤田勉、近藤誠太の２人を指名し、選考委員により理事６人及び監事１人の選考に入っ

た。選考の結果、議長から、選考委員が指名推選した役員の指名は下記の通りである旨を告げ、この承

認を諮ったところ、全員異議なくこれを当選者として可決決定した。なお、当選者は全員それぞれ就任

を承諾した。 

理事 大山聡、藤田勉、泙野健久、近藤誠太、和田竜治、白柳孝夫 

監事 大木伸彦 

 当選した理事は別室にて理事会を開催して、代表理事、副理事長、専務理事を決定した。 

  

２.理事会の開催状況 

 

第 66 回 理事会（決算理事会） 

開 催 日 2024 年４月４日 書面理事会 

出席者数  出席理事７人、出席監事１人  

議 案 及 び 議 決 の 内 容 

通常総会に提出する議案を審議。原案どおり可決。 

第１号議案 2023 年 度 事 業 報 告 書 及 び 決 算 関 係 書 類 承 認 の 件  

第２号議案 2024 年度事業計画書、収支予算書並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件 

第３号議案 2024 年度借入金残高の最高限度決定の件 

第４号議案 2024 年度手数料の最高限度決定の件 

第５号議案 2025 年度役員報酬決定の件 

第６号議案 理事及び監事選挙の件 

         

第 67 回 理事会 

開 催 日 時 2024 年４月 18 日 総会内会議 

開催場所  銀座ルノワール新宿区役所横店 

出席者数  出席理事６人、出席監事１人 

議 案 及 び 議 決 の 内 容 

代表理事（理事長）、副理事長及び専務理事選出の件 

互選の結果、全員一致により次の者が代表理事（理事長）、副理事長及び専務理事に選出された。 

それぞれが就任を承諾した。 

代表理事（理事長） 大山  聡 

副理事長       泙野 健久、藤田  勉 

専務理事       白柳 孝夫 
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４.三役会議（理事長、副理事長、専務理事）の開催状況 

 

第１回 三役会議 

開催日時 2024 年 5 月 23 日 18 時 30 分～20 時 00 分 

開催場所 名菜軒 幡ヶ谷 

出席三役（代表理事・副理事長・専務理事）４人  

議案及び議決の内容  

2024 年度上期の活動方針について（経済事業、渉外事業、夏季懇親会） 

 

第２回 三役会議 

開催日時  2024 年８月 30 日 18 時 30 分～20 時 00 分 

開催場所  名菜軒 幡ヶ谷  

出席三役（代表理事・副理事長・専務理事）４人  

議案及び議決の内容  

2024 年度下期の活動方針について（経済事業、渉外事業、忘年会） 

 
５.経済委員会の開催状況 

 

第 1 回 経済委員会  

開 催 日 時 2024 年 3 月 7 日 18 時 00 分～20 時 30 分  

開 催 場 所 清作明菜軒 湘坊（カレッタ汐留） 

出席委員  ８人 

議案及び議決の内容 

〇2023 年度の共同購買活動の総括と 2024 年度の展望 

 

第２回 経済委員会 

開 催 日 時 2024 年 6 月１１日 18 時 30 分～209 時 00 分 

出席委員  ７人  

議案及び議決の内容 

〇新経済委員の任命（2024 年度、2025 年度） 

〇仕入先別の担当経済委員の決定 

〇経済委員会の開催日を決定（奇数月の第二木曜） 

 

第３回 経済委員会 

開 催 日 時 2024 年７月１１日 午後 6 時 30 分～8 時 00 分  

開 催 場 所 銀座ルノワール新宿区役所横店 

出席委員  ８人  

議案及び議決の内容 

〇夏季キャンペーンの進捗管理、経済活動優秀店表彰の件 

 

第４回 経済委員会 

開 催 日 時 2024 年９月 12 日 午後 6 時 00 分～8 時 00 分  

開 催 場 所 銀座ルノワール新宿区役所横店 

出席委員  ８人＋富士見ラジエーター上澤氏：計９人 

議案及び議決の内容 

〇夏季キャンペーンの結果報告と分析 

 

第５回 経済委員会 

開 催 日 時 2024 年 11 月 14 日 午後 6 時 30 分～8 時 00 分  

開 催 場 所 銀座ルノワール新宿区役所横店 
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出席委員  ８人  

議案及び議決の内容 

第１号議案：仕入先別の販売動向：経済委員が担当する仕入先と連絡を取りながら分析。 

第２号議案：新規仕入先候補のウラワ産業について概略を説明。次回にプレゼンを実施。 

第３号議案：既存の仕入先の新規商材について：TOKAI、静岡オイルサービス、ラウロより新商品が提

案されたが、共同購買商品としての市場性を検討した。 

 

第６回 経済委員会 

開 催 日 時 2025 年 1 月 16 日 18 時 30 分～20 時 00 分  

開 催 場 所 銀座ルノワール新宿区役所横店 

出席委員  ８人＋ウラワ産業（３人）：計 11 人 

議案及び議決の内容 

ウラワ産業によるプレゼンテーション（約１時間）＋質疑応答。 

 

６.渉外委員会の開催状況 

 

第 1 回 渉外委員会 

開催日時 2024 年３月６日 午後 6 時 00 分～７時 00 分  

開催場所 クレド法律事務所 

協議内容 マツダパーツの件で組合に対して東京都より弁明書が届く。その内容の確認。 

 

第２回 渉外委員会 

開催日時 2024 年３月 23 日 午後 4 時 00 分～5 時 00 分  

開催場所 クレド法律事務所 

協議内容 マツダパーツの件で、東京都に提出する反論書の文案を作成。 

 

第３回 渉外委員会 

開催日時 2024 年４月５日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所  クレド法律事務所  

協議内容 三菱ふそうトラック･バスの契約書および覚書の件｡ 

 

第４回 渉外委員会 

開催日時  2024 年 5 月 1 日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  

協議内容 三菱ふそうトラック･バスに販売店契約書の疑問点を送付  

 

第５回 渉外委員会 

開催日時 2024 年７月５日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  

協議内容 2025 年度からのトヨタ専用部品の仕切り価格見直しの件。 

 

第６回 渉外委員会 

開催日時 2024 年８月 10 日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  

協議内容 トヨタモビリティパーツより連絡にあったトヨタ専用部品の仕切り価格見直しの件（２０２５年度

より実施する計画）について検討。 

 

第７回 渉外委員会 

開催日時 2024 年９月 13 日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  
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協議内容 トヨタ専用部品の仕切り価格見直しの件、組合員より「極めて影響の大きな問題なので、トヨ

タ側に真意を確認する必要がある」との意見が出ている。その対応は？ 

 

第８回 渉外委員会 

開催日時 2024 年 10 月 19 日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  

協議内容 トヨタモビリティパーツより「2025 年度の仕切り価格改定は延期になった」と連絡あり。 

ただし「延期になった理由」は伝えられていない。組合として、お尋ねする必要があるの

ではないか？  

 

第９回 渉外委員会 

開催日時 2025 年 2 月 14 日 午後４時 30 分～5 時 30 分  

開催場所 クレド法律事務所  

協議内容 日産自動車は業績悪化等で厳しい状況に直面している。2024 年 12 月にはホンダとの

経営統合協議が破談となり、信用調査会社が実施する倒産危険度ランキングで上位に

ランクインしている。我々が保証金を預けている日産部品中央販売は、日産自動車の

連結子会社である。親会社が倒産した場合、預けた保証金が返却されるかについては

確認しておく必要がある。 

     

 

７．運営委員会の開催状況 

 

第 1 回 運営委員会 

開催日時 2024 年４月８日 

開催場所 銀座ルノワール新宿区役所横店及台湾料理青葉 

協議内容 総会の進行表（タイムテーブル）と懇親会の設定（台湾料理青葉視察） 

 

第２回 運営委員会 

開催日時 2024 年８月１日 

開催場所 芝パークホテル 

協議内容 出席人数と料理メニューの調整 

 

第３回 運営委員会 

開催日時 2024 年 12 月４日 

開催場所 小伝馬町「伊勢重」 

協議内容  店舗の立地確認  

 

 

８．組合員数及び出資口数の増減 

 

 組合員数は、前年度末には 20 社であったが、今期は１社が廃業により自由脱退したので組合員数は

19 社となった。 

出資金は前年度末に 675 万円であった。本年度は自由脱退により出資金を返還した（２口）。一方で

手元資金の確保のため出資金の増額を募集し４口増資した。 

（出資１口の金額５万円） 

 前年度末 増加 減少 本年度末 

組合員数 2 0 人 0 人 1 人 1 9 人 

出資口数 1 3 5 口 ４口 ２口 1 3 7 口 

出資総額 6 , 7 5 0 , 0 0 0 円 2 0 0 , 0 0 0 円 1 0 0 , 0 0 0 円 6 , 8 5 0 , 0 0 0 円 
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９．役員に関する事項 

（１）  役員の氏名、職制上の地位及び担当 

定款によると当組合の役員の任期は、創立時は１年で、それ以降は２年である。2023 年度は改選の

年であり、以下の役員が業務を遂行した。 

地   位 氏   名 担   当 

理事長 大山  聡 統 括 

副理事長 藤田  勉 渉外事業 

副理事長 近藤 誠太 経済事業 

専務理事 白柳 孝夫 事務局 

理事 泙野 健久 経済事業 

理事 和田 竜治 経済事業 

監事 大木 伸彦 会計監査 

 

（２）兼務役員についての重要な事実 

白柳専務理事が一般社団法人日本輸入車整備推進協会の事務局長を務めていたが、2019 年度

の同団体の総会にて理事に就任した。 

  

１０．職員の状況及び業務運営組織図 

 

（１）職員の状況 本組合において専従職員はいません。 

（２）組織図 

 

総 会 
  

理事会 
  

代表理事 
  

専務理事 
  

事務局         

        

              

              

        

       
     

監 事 
   

委員会 
 経済委員会、渉外委員会  

    運営委員会  

 

（３）組合と緊密な協力関係にある組合員が構成する組織の概要 

該当なし 

 

１１.施設の設置状況 

 

主たる事務所 東京都品川区旗の台二丁目10番15号 

保 養 所 なし 

倉庫（保管庫） 株式会社自動車情報センター内 

 

１２．重要な子会社（子法人、関連会社）の状況 

該当なし 
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１３．組合の運営組織の状況に関する重要な事項 

 

2024 年 5 月 2 日 
中小企業等協同組合法第１０５条の規定により、2022 年度決算関係書類等

を東京都に提出 

2024 年 5 月 29 日 
事業協同組合変更登記申請書（出資金の総額変更）を東京法務局品川

主張所出に提出 

 

 
Ⅲ その他組合の状況に関する重要な事項 

 

組合員の増加により経済基盤を安定させる 

東京自動車部品商協同組合の創業時の組合員数は２６社、総出資金額は７６０万円であった。その

後、廃業（４社）、破産（１社）、自由脱退（2 社）により、現在は 19 社まで減少している。 

組合員数は減少しているが、組合の経済事業（支払代行業務）は年間２億円を超えるようになり、昨

年度も８月に１９７９万円台、７月も１９５６万円の支払いを行っている。因みに最低月は４月の１０６２万円

である。 

一方で組合の出資金については、2021 年度末には 515 万円（創業時の 67％）まで減少した。そこで

2022 年度末に臨時総会を開催し、その決議により出資金 1000 万円を目指す事が決められた。今年度

末が 685 万であるので、あと 315 万円である。    

協同組合は「組合員同士が相互扶助の精神に基き共同して事業を行う」（協同組合法第一条）組織

であることから、組合員同士の信頼関係により成り立っている。今後は組合の設立目的として定めた「地

域部品商の社会的な地位の向上」を獲得するための渉外事業が重要になるため、同じ考え方を持つ部

品商に働きかけて入会を促進する。これにより出資金も増強され、組合の経済基盤も安定する。 

 

 

 

                                                       以上 

 


